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　中部鋼鈑は1950年の創業以来、東海地区最初の鋼板メーカーとし
て、一貫した厚板生産を通じ、社会を支えるものづくりに貢献してまいりま
した。電炉厚板メーカーとしての特性を活かした、小ロット・多品種・短納期
生産に徹するとともに、長年にわたり培ってきた技術を駆使して開発した
被削性改良鋼板やレーザ切断用鋼板などオリジナル製品をはじめ、高品
質な製品を安定的に供給することで、お客様からは高い評価をいただい
ております。
　製造設備は、市街地に立地する製鉄所としてコンパクトに集約されてい
ますが、日本最大級の２００トン電気炉や製鋼～圧延直結プロセスを実
現した連続鋳造設備を保有し、効率的な生産を実現しております。また環
境負荷低減に向けた取り組みも積極的に展開しております。
　当社は、「１００年企業」を目指し、これからも「顧客信頼度ナンバーワ
ン」をコンセプトに業績向上に努めてまいります。併せて、組織体制、コン
プライアンス体制、リスク管理体制を一層充実させることで、コーポレート
ガバナンス、内部統制の強化にも継続的に取り組み、公正で透明性の高
い経営を進め、社会から信頼を寄せられる企業を目指してまいります。

溶鋼を水冷して固めた後、
所定のサイズに切断する
鋳造工程

製鋼工程でできたスラブを加熱し、所定の寸法に延ばして厚板製品にします。圧　延

中部鋼鈑は電炉厚板の供給を通じて
脱炭素・循環型社会の構築に貢献します
電気炉による鉄づくりは温室効果ガス排出の少ない、環境にやさしい製鉄法です。

鉄鋼業は国内の製造業で最もCO₂の排出が多く、脱炭素社会の実現に向けた対応が求められています。そして、実現に向
けた解決策の一つとして注目が集まっているのが、電気炉による生産へのシフトです。現在、日本国内における粗鋼生産は
鉄鉱石とコークスを原料とする高炉法が大多数を占めておりますが、CO₂排出量が高炉の４分の１以下といわれている電炉
へ切り替えることで、大幅な排出削減が可能となります。また、当社が製造している厚板は特に高炉による生産比率が高く、
電炉のシェアを拡大する余地が大きい品種です。中部鋼鈑は製造プロセスにおけるCO₂排出量のさらなる削減を進めると
ともに、生産能力の向上にも取り組み、市場における電炉比率を高めることで、脱炭素社会の実現に貢献します。

脱炭素社会の実現に向けて

製品の主原料として鉄スクラップを使用しています。老
朽化して解体された建物から発生した解体屑や、工場など
で発生する加工屑などが鉄スクラップとして当社に納入さ
れます。ほぼ100%国内で調達できる鉄スクラップを再生し
て厚板を製造することにより、資源循環型のモノづくりを実
現しています。

地域に根ざした企業として、近隣小学生や近隣住民の皆
様を対象とした工場見学会開催、社外清掃活動や近隣学区
主催のクリーンキャンペーンへの参加、環境情報・防災情報
などに関する近隣住民の皆様との意見交換会の実施、各種
地域活動への支援を行っております。

リサイクル資源である
鉄スクラップを利用したモノづくり 地域との交流と社会貢献

当社サイトに、サステナビリティに関する
取り組みを掲載しています。 サステナビリティ ▼ 統合報告書 ▼

❷ 配合・装入

❺ 連続鋳造機
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産業別CO₂排出割合（電気・熱配分後） 国内鉄鋼生産における電炉比率

産業別排出割合
出所　環境省 2021年度（令和３年度）の温室効果ガス排出・吸収量（確報値） 出所　日本鉄鋼連盟資料に基づき当社作成

業種別排出割合（産業部門） 粗鋼生産量（2021年度） 厚板生産量（2021年度）
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